
スタンドアローン型オートガイダー

SS-one AutoGuider Light
取扱説明書



内容物

□本体

別売り品

□GPSユニット(SS-one Polarに必要)
□専用 RS232Cケーブル(SS-oneコントローラで使う場合、WiFi-RS232C変換機能を使う場合必要)
□無線アダプタ

その他に必要なケーブル

□ガイドカメラ用USBケーブル　市販品を購入かガイドカメラに付属
□ガイドケーブル(SS-oneコントローラ以外で使う場合)
□電源用マイクロUSBケーブル

●無線アダプタは弊社指定のものを購入ください。それ以外のものを使用した場合は動作保証はしま

せん。

電源

電源は 5Vです。1A以上の供給能力のあるモバイルバッテリーなどをご利用ください。

消費電流

450mA(ASI120MM装着時)



コネクタ説明

① 5V電源 5V電源に接続します。マイクロUSBコネクタです。USB電源やモバイル
電源を利用します。1A以上の供給能力が必要です。

②HDMI HDMIデジタルビデオ出力です。開発者向けで一般ユーザは使用しま
せん。

③ビデオ出力 アナログビデオ出力です。開発者向けで一般ユーザは使用しません。

④正面スイッチ 機能は LCDに表示されます。

⑤側面スイッチ 機能は LCDに表示されます。

⑥ IIC IICインターフェースです。開発者向けで一般ユーザは使用しません。

⑦microSD マイクロ SDカード挿入口です。通常はテープで保護されています。アッ
プデート時に抜き取ります。

⑧ LAN LANコネクタです。開発者向けで一般ユーザは使用しません。

⑨USB USBコネクタです。以下のものを接続します。
ガイドカメラ、電子極軸望遠鏡、GPSユニット、専用 RS232Cケーブル、無
線アダプタ。４つのうちどこにさしてもよいです。



接続方法

●ガイドカメラは画像センサーが赤道儀のプレートに直角または平行になるように取り付けてください。

斜めになっていると正確にガイドできません。

SS-one2軸コントローラで使う場合



SS-one2軸コントローラ以外で使う場合（ガイドカメラにガイドポートは必須）



SS-one AutoGuiderの使い方

■起動方法

電源を接続します。パワースイッチはありません。ケーブルを接続すれば電源が入ります。液晶が点灯

し、メッセージを表示した後、しばらくたつと次のようなオープニング画面が開きます。

液晶はタッチパネルではありません。
液晶左、および側面のボタンにて操作します。

それぞれ液晶の表記の近いところのボタンを押せば、その機能が働きます。

たとえば、上図では、●印のボタンを押せば、AutoGuiderが起動し、■ボタンを押せば、Polarが起動し
ます。

警告メッセージへの対応

以下のような警告メッセージが出る場合は、×ボタン押してください。



■終了の仕方

いきなり電源ケーブルを抜いたり、電源をOFFしたりしないでください。

オープニング画面で[Shut Down]ボタン(×)を押します。次の画面が現れます。

さらに[Shut Down]ボタン(●）を押します。

メッセージが表示され、写真矢印のカーソルが点滅しなくなります。

この状態になったら、電源ケーブルを抜いてください。

この操作をしないで、電源ケーブルを抜くことはしないでください。

[Reboot]ボタン(■）を押すとシステムが再起動されます。

[System]ボタン（▲）を押すと、システム画面になります。（開発者向け）　元に戻すにはいったん電源を
抜いてください。

[Cancel]ボタン(×)を押すと、前の画面に戻ります。



オートガイダーの起動

オープニング画面で[Auto Guider]ボタン(●)を押します。

表示項目

[右上の記号] 画面の向きの東西南北を表します。キャリブレーションがすむまでは不定の値また

は Eまたは'-'を表示します。
E:東  W:西  S:南  N:北

RAは赤経軸のガイドパラメーターを意味します。

DECは赤緯軸のガイドパラメーターを意味します。

左側の白い数字はしきい値です。[Threshold]
ガイド星の位置が基準からこのピクセル以下のずれしかない場合はガイド修正信号

をだしません。

右側の緑の数字は感度を表します。[Sence]
ガイド感度とは、ガイド星の基準からのずれに対してどのくらいの比率で修正信信

号を出すかの割合です。値が大きいと、修正が早くなりますが、ガイドが暴れやすく

なります。

Autoはガイド感度自動を意味します。Auto以外に[Fix](感度固定)、[Off]（ガイド信

号なし）があります。

なお、上記値や設定は後述するパラメーターメニューで変更できます。

左側メインメニュー

[Calib] キャリブレーションをします。キャリブレーションとは、画像の向きと、モーターの移

動方向を合わせる作業です。機材をセットしたら、必ず一回はする必要がありま

す。

[Guide] オートガイドを始めます。

[Param] カメラやガイドに関する様々な設定をします。

[Quit] オートガイダーを終了して、オープニング画面に戻ります。



初期設定

一番最初にオートガイダーを起動したら、画質などの初期設定をします。

メニューの[Param](▲)ボタンを押します。

■カメラパラメーターの設定

[Parm]メニューで[Exeposure/Gain](●)ボタンを押します。

Gain カメラのゲインを設定します。1～25
●ボタンを押すとゲインが赤字に変わり値を変更できます。側面の上ボタンで値を上げら

れます。側面下ボタンで値を下げられます。

Exposure 露出時間を設定します。1/64～2 秒

■ボタンを押すと Exposureが赤字に変わり値を変更できます。側面の上ボタンで値を上

げられます。側面下ボタンで値を下げられます。

Gamma 画像のガンマ値を設定します。0～10
▲ボタンを押すとガンマが赤字に変わり値を変更できます。側面の上ボタンで値を上げら

れます。側面下ボタンで値を下げられます。



最初は以下の値を推奨します。

ビニングなし ビニングあり（通常はこちら）

Gain 最高値の 25 最高値の 25

Exposure 1/2 秒 1/4 秒

Gamma 5 1

この画面を終了するには[Quit](×)ボタンを押します。

■ガイドパラメーターの設定

[Param]メニューで[Guide Parameters](■)ボタンを押します。

パラメータの変更の仕方。

赤字のパラメータが選択項目で値を変更できます。

●ボタンを押すと、選択項目が次に移動します。

■ボタンを押すと、選択項目が前に移動します。

側面上ボタンを押すと、選択項目の値が増えます。

側面下ボタンを押すと、選択項目の値が減ります。

[Threshold]
ガイド星の位置が基準からこのピクセル以下のずれしかない場合はガイド修正信号をだしません。

最初は 0.2を推奨します。精度を上げたい場合は 0.1または 0.0にします。

[Sence]
ガイド感度を表します。ガイド感度とは、ガイド星の基準からのずれに対してどのくらいの比率で修正信

信号を出すかの割合です。

感度が[Auto]になっている場合はここの設定は無効です。[Fix]の場合のみ有効です。[Fix]の場合は次
の指針にしたがって、値を決めてください。

概ね以下の値で始めて、実際の状況を見ながら調整します。



0.4

ガイドが暴れる時->値を小さくする

ガイド修正が遅い場合や中心線から離れて安定している場合->値を大きくする

なお、DECの Senceを 0.0に設定すると 1軸オートガイドモードになります。

[Moving Average N]
Count
移動平均の次数 Nを指定します。移動平均は星の位置の現在の値だけでなく、過去 N 回の値の平均

をとって修正信号を出します。

以下の場合に有効です。

●シンチュレーションにより星の像が安定しないとき。

●ノイズやかぶりが多く、星とバックの区別がつかないとき。

●ガイド鏡の焦点距離が長いとき。

これらの場合、ガイドグラフが細かく暴れますが、Nを大きくすると安定します。

ただし、Nが大きいと反応が遅くなります。

以下の場合に、星の動きに追いつけない場合があります。

●極軸が大きくずれている場合

●ピリオディックモーションが大きいとき、周期が短いとき

●バックラッシュが大きいとき

●赤道儀や架台にガタがあるとき

Ratio
移動平均の割合をどれくらい、ガイド修正信号に反映させるか指定します。1の時は、すべて移動平均

になり、0のときは移動平均によらず現在の値が修正信号に反映されます。

移動平均を試す場合は、概ね Count=3 Ratio=0.5 くらいの値で始めてください。状況を見て、値を変更

する場合は、Countは 1～5 くらいの値でよいです。Ratioは 0.5～1 くらいの値にします。

移動平均が必要ない場合は Count=1とします。
Count=1以外の場合は、あまり値を変更してもガイド性能には大きく影響しません。

[Auto/Fix/Off]
感度の設定を選択します。

側面ボタンでAuto->Fix->Offに変わります。

Autoは自動で最適な感度を設定します。Autoでうまくいかない場合は、Fixにして、マニュアルで感度

を設定してください。

Offにすると、ガイド信号を出しません。DECがOffの場合は一軸オートガイドモードになります。

１軸オートガイドモードでは次の点が異なります。

●RA側のみ修正信号を出します。

●キャリブレーションは RA側だけで行われます。画面に表示されるN/S/W/Eの表示ですが、N/Eに関

してはキャリブレーションによって取得できないので不定の値が表示されます。

●DEC側のずれが 2 ピクセル超えた場合はガイドポイントの修正が自動で行われます。



■ガイドポートの選択

[Param]メニュ y－で[Guide Port](▲)ボタンを押します。

パラメータの変更の仕方。

赤字のパラメータが選択項目で値を変更できます。

●ボタンを押すと、選択項目が次に移動します。

■ボタンを押すと、選択項目が前に移動します。

側面上ボタンを押すと、選択項目の値が増えます。

側面下ボタンを押すと、選択項目の値が減ります。

[Calibration Step]
キャリブレーション時の基本移動距離を時間で表します。

キャリブレーション時に星が動かない場合は長くします。

キャリブレーション時に星が動きすぎる場合は短くします。

最初の値としてはガイド鏡筒の焦点距離が～100mmまでなら 3000ms
それ以外なら、焦点距離に応じて、1000ms～3000msの間で始め、動作を見ながら調整してください。

[Guide Port]
ガイドポートを選択します。

SS-one SS-oneコントローラの場合
別売り、専用 RS232Cケーブルが必要です

Camera ST4 ASIカメラ搭載のガイドポートを使用する場合

ガイドカメラとモーターコントローラをガイドケーブルで接続します。



■ビニング

[Param]メニューで側面上ボタンを押すと、ビニングモードになります。もう一度押すと、元に戻ります。

ビニングとは、前後左右隣り合う 4 ピクセルを 1 ピクセルに加算するもので、ランダムノイズレベルは変わ

らずに、感度を 4 倍にすることができます。

画像の解像度は落ちますが、露出時間を短くすることができ、頻繁に修正信号を出せますので、ガイド

精度は上がります。

したがって、長焦点(概ね 500mm以上)撮影を除いて、ビニングすることを強く推奨しま

す。

ビニングすると、画面が明るくなるので、露出時間を 1 段～2 段短くしてください。またガンマも下げるとノ

イズが低減します。

ビニングでのカメラの解像度と推奨設定値は以下の通りです。

解像度

カメラ ビニングなし ビニングあり(通常はこちら)

ASI120MM(C) 1280×960 640×480

推奨設定値

ビニングなし ビニングあり（通常はこちら）

Gain 最高値の 25 最高値の 25

Exposure 1/2 秒 1/4 秒

Gamma 5 1

StarGain 2 2

以上で初期設定は終わりです。



キャリブレーションの開始

キャリブレーションとは、画像の向きと、モーターの移動方向を合わせる作業です。通常は、機材をセット

したら一回行います。また、赤道儀のテレスコープイースト/ウエストを切り替えた場合にも行います。

赤道儀のテレスコープイースト/ウエストを切り替ることがなければ、撮影枚に毎回行う必要はありません。

左メニューの[Calib](●)ボタンを押すと、自動キャリブレーションが開始されます。

赤い四角で囲まれた星が、オートガイダーが認識した星です。緑の四角で囲まれた星がオートガイダー

がガイドに最適と判断した星です。

ガイド星がこれでよければ、[OK](▲)ボタンを押すか、そのまま何もしないで待ちます。7 秒後にキャリブ

レーションが始まります。

ガイド星を選択したい場合は 7 秒以内に[Next](■)ボタン、または[Prev](●）のボタンを押してガイド星を

選択してください。ガイド星を選択したら[OK](▲)ボタンを押します。

ガイドに最適な星は、あまり大きすぎなく、輪郭のはっきりしたコントラストの高い星が最適です。

キャリブレーションが始まると、星が４方向に動き、キャリブレーションが終了します。

キャリブレーションに成功すると、右上に東西南北の表示(EWNS)が出ます。その後、自動でオートガイ

ドが始まります。

次の場合は、メニューの[Param]->[Guide Port]でキャリブレーションステップを調整してください。

星が動きすぎてしまう → キャリブレーションステップの値を小さくする

バックラッシュにより星が動かない →　キャリブレーションステップの値を大きくする

なお、赤道儀のテレスコープイースト、ウエストを切り替えた場合は再キャリブレーションが必要ですが、

メニューの[Parm]->[E/W Reverse]でも対応できます。この場合、再キャリブレーションは必要ありません。



オートガイドの開始

左メニューの[Guide](■)ボタンを押すと、ガイド星候補が示されます。

赤い四角で囲まれた星が、オートガイダーが認識した星です。緑の四角で囲まれた星がオートガイダー

がガイドに最適と判断した星です。

ガイド星がこれでよければ、[OK](▲)ボタンを押すか、そのまま何もしないで待ちます。7 秒後にオート

ガイドが始まります。

ガイド星を選択したい場合は 7 秒以内に[Next](■)または[Previ(●)ボタンを押してガイド星を選択してく

ださい。ガイド星を選択したら[OK](▲)ボタンを押します。

ガイドに最適な星は、あまり大きすぎなく、輪郭のはっきりしたコントラストの高い星が最適です。

ガイドが始まると、ガイド星は赤枠で表示されます。

ガイドの様子はガイドグラフで表されます。

赤線　RA(赤経)
緑線　DEC(赤緯)
グラフの幅は±4 ピクセルです。

■ガイドパラメーターの調整

感度が[Auto]の場合でガイドがうまくいかない場合は[Fix]にして感度を手動で調整します。

ガイドが暴れる時->[感度/Sence]の値を小さくする

ガイド修正が遅い場合や中心線から離れて安定している場合->[感度/Sence]の値を大きくする

[感度/Sence]はメインメニューの[Param]->[Guide Parameter]で変更できます。

■オートガイドの終了

左メニューの[Stop](●)ボタンを押します。
オートガイドが終了します。



無線によるコントロール

SS-one AutoGuider Lightは、Wifi通信可能なタブレット、スマートフォン、PCで遠隔モニタすることがで

きます。

準備

SS-one AutoGuide Lightに別売りの無線アダプタを接続してください。

注意

SS-one AutoGuider Lightは、機械式ボタン操作が主体のため、外部から操作することはできません。画

面をモニタ（監視）するだけになります。

■VNC Viewer

SS-one AutoGuiderを遠隔モニタするには、スマフォやタブレット、PCなどにVNCビューアーと呼ばれ

るアプリをインストールする必要があります。

VNCビューアーは、いろんな種類のものが広く出回っており、無料のものや有料のものがあります。

ここでは、iPhoneを例に、無料のVNCビューアーである[VNC Viewer]というアプリの使い方を説明しま
す。VNC Viewerは、Android 版や PC 版もあります。操作方法はほぼ同じです。

１　AppStoreにて[VNC Viewer]で検索し、[VNC Viewer]をインストールしてください。

２　[設定]->[WiFi]でWiFi接続画面を開きます。ここで ssoneguiderを選択し接続します。



３　[VNC Viewer]のアイコンをタップし、[VNC Viewer]を起動します。

４　接続先がまだ何もないので新規登録します。右上の[+]をタップします。



５　アドレスの名前を入力します。

アドレス　192.168.2.102:5900　(5900の前はコロン)
名前　SSoneAutoGuider  (名前はなんでも良い)

　

６　Connectをタップします。



７　[Warn me every time]をOFFにして、右上の Connectをタップします。

８　これで接続されます。





電子極軸望遠鏡

SS-one Polar2
取扱説明書



SS-oneポーラー 2の起動

本体に、電子極軸望遠鏡カメラ(SS-one Polar2）を接続してください。

本体に、別売りのGPSユニットを接続してください。

電源投入後、オープニング画面にて[Polar](■)のボタンを押します。



起動したら、画面下のGPSユニットから取得した

経度、緯度、日付、時間

を確認してください。なお、GPSユニットがこれらの情報を取得する場合、数分かかる場合があります。

GPSが情報を取得できない場合は、時角円は表示されません。

ボタン・表示項目の説明

Point(●) センター出し作業時に使用します。詳細は「センター出し」項目をご覧ください。

Clear（■） センター出し作業時に使用します。詳細は「センター出し」項目をご覧ください。

Parm(▲) カメラの露出時間、ゲインなどを設定します。

Quit(×) 本アプリケーションを終了し、オープニング画面に戻ります。

Wide側面下 画像をワイド表示します。長辺 11°の画角になります。

Zoom側面上 極軸中心部分を拡大表示します。

下の数字 左から次の意味です。

東経、北緯、日付、時間

■カメラパラメーターの設定

左メニューの[Param](▲)ボタンを押します。

Gain カメラのゲインを設定します。1～10
●ボタンを押すとゲインが赤字に変わり値を変更できます。側面の上ボタンで値を上げら

れます。側面下ボタンで値を下げられます。

Exposure 露出時間を設定します。1/64～2 秒

■ボタンを押すと Exposureが赤字に変わり値を変更できます。側面の上ボタンで値を上

げられます。側面下ボタンで値を下げられます。

Gamma 画像のガンマ値を設定します。0～10
▲ボタンを押すとガンマが赤字に変わり値を変更できます。側面の上ボタンで値を上げら

れます。側面下ボタンで値を下げられます。



■水平出し

カメラの画像が水平になるような位置で赤道儀に印を付ける作業を水平出しといいます。本機はセン

ター出しや北極星の位置の特定に重心計算を行っていますので概ね 1 ピクセルの精度で極軸を合わ

せることができます。ただし、そのためには±4 度の精度で水平になっていなければなりません。

水平出しは、地上の建物などを写し、建物の屋根などを利用し、水平に合わせます。

その状態で、赤道儀の赤緯体などに印を付けることで行います。

センター出し

赤道儀の赤経軸の回転中心が画像上のどの位置にあるか特定する作業を「センター出し」と呼びます。

センター出しによって割り出された位置を「天の北極」に向けます。

センター出しはカメラを赤道儀に取り付けたら一回だけ行えば良い作業です。ただし、取付精度によっ

ては使用しているうちにずれる場合もあるので、たまにやり直すことをお勧めします。

１　北極星を導入し、十字の中心付近に合わせます。完全に中心に合わせる必要はありません。だいた

い中心付近ならいいです。

なお、Wide表示でも拡大表示でもどちらでも良いです。

ここからの説明では、[SS-one AutoGuider Light]ではなく、[SS-one AutoGuider]の画面で説明させて
いただきます。ご了承ください。

次に左メニューの[Point]（●）ボタンを押します。

星に緑の十字が現れれば、その位置が記録されます。

２　赤道儀の赤経軸を東または西にだいたい 90 度傾けます。90 度傾かなければ何度でもよいですが、

たくさん回した方が精度はあがります。もう一度、[Point](●)ボタンを押します。



３　今度は２と反対側に赤径軸を回し、やはり[Point](●)ボタンを押します。

４　３か所十字が現れれば、センターが計算できます。もう一度[Point](●)を押すと、センターつまり回転

中心が計算され、十字がその位置に合わせられます。

５　最後にもいう一度[Point](●)を押せば、十字が消えて作業完了です。

以上１～５の作業をやり直すには[Clear]ボタンをタップしてください。一回タップするごとに十字が一つ

消えていきます。



北極星の導入と極軸合わせ

センター出しが完了すれば、すぐ使用できる状態になります。

１　まずカメラの画像が水平になるように赤道儀を合わせます。

２　Wide表示で北極星を導入し、中心付近に合わせます。

３　拡大表示し、北極星を小さな円の中に合わせます。

近くまでくると北極星の周りに緑の円が現れますので、緑の円と赤い円を重ねるようにします。

また左上には北極とのずれが、数値(ピクセル）で表示されます。

以上で、極軸合わせは終了です。



WiFi-RS232C変換機能

取扱説明書



WiFi-RS232C機能とは

SS-one AutoGuider Lightには、WiFi-RS232C変換機能があります。これを利用すると、スマフォなどか

ら、自動導入アプリ(SkySafariなど）を使って自動導入することができます。

必要なハードウェア

●別売無線アダプタ

●別売専用 RS232Cケーブル
●SS-one2軸コントローラまたは、他社製モーターコントローラ

他社製モーターコントローラの場合は、RS232Cポートをもつこと、SkySafariの自動導入に対応している

ことが条件です。

接続

本体に無線アダプタを接続します。

本体とモーターコントローラを専用 RS232Cケーブルで接続します。

起動

この起動が、本体側で特に設定等は必要ありません。システムが起動すればすぐこの機能が利用でき

ます。



●SkySafari4 Proでの使用例(スマフォアプリ)
１　スマートフォーンを SS-oneコントローラ本体にWiFi接続してください。
（接続方法はAutoGuiderの章を参照）

２　SkySafari4 Proを起動します。
３　下部メニューの[Settings]を選択します。

４　[Telescope]グループの[Setup]を選びます。

５　[Equipment Selection]グループの[Scope Type]をタップします。

また[IP Address]は192.168.2.102  [PortNumber]を4001 にします。(下図とは違います注意!!)

６　Meade LX-200 Classicを選択し、元の画面に戻ります。

また同様に[Mount Type]を Equatorial GoTo(German)にします。



７　下部メニューの[Scope]を選択します。

８　[Connect]ボタンをタップします。

同期の方法

　同期とは、現在望遠鏡が向いている方向と自動導入ソフトウェアが保持している座標を一致させる作

業です。

同期をとる明るい星に望遠鏡を向け、写野の中心に合わせます。

同期をとる明るい星を星図画面上でタップします。

メニューの[Align]をタップします。

導入の方法

　導入したい天体を星図上でタップし、メニューの[GoTo]をタップします。


